
本通り将来像検討会 第１回 
 

２０２５年５月１４日（水）１９時～＠箱崎会館 

会議次第 
（１）検討会について 

（２）本通りを取り巻く現状【資料説明】 

（３）本通りの将来像に関するキーワード検討【意見交換】 

 

１．検討会について （小田会長）※５分程度 
①検討会の主旨 

 ②進め方（予定） 

・１０月頃に自治連合会・自治協議会へ本通りの将来像や市への要望内容の提案を目標とします。 

・自治連合会・自治協議会で地域意見を集約し、要望書として福岡市に提出する予定です。 
 

 第１回 第２回 第３回 第４回 予備１ 予備２ 自治連 
自治協 
提案 

市へ 
提案 内容 

現状把握 
意見交換 

将来像検討 
取り組みの 
イメージ検討 

意見集約   

開催日 ５月１４日 ６月１１日 ７月１６日 ８月６日 ９月１７日 １０月頃 １０月頃 年度内 

場所 箱崎会館 箱崎公民館 箱崎会館 箱崎会館 箱崎会館    

  ※９月頃に検討状況報告や意見募集のためのまちづくり新聞を発行する予定です。 
  
２．本通りを取り巻く現状 （福岡市、コンサルより説明＋質疑応答）※４５分程度 

資料１：本通りを取り巻く現状について（地域計画課） 

資料２：箱崎まちづくり計画について（コンサル）※１と２合計で８分程度 

資料３：筥崎宮地区都市景観形成地区について（都市景観室）※８分程度 

資料４：都市計画道路「博多箱崎線」について（交通計画課）※８分程度 

参考資料：九大箱崎キャンパス跡地について 

※時間により質問できなかった内容は、後ほど意見交換ワークシートの自由欄にご記入ください。 
  

休憩（１０分程度） 

 

３．本通りの将来像に関するキーワード検討 ※３０分程度 
資料５：本通りのまちなみの紹介・論点整理（コンサル） 

 
■意見交換の進め方（進行：コンサル） 

１．キーワードを記入 

 

２．イチ押しワードを決定 

 

３．全体発表 

将来なってほしい本通りに 

関する「キーワード」を 

ふせんに記入して貼る。 

話合いでイチ 

押しワードを 

３つ決める。 

班毎にキー 

ワードを 

発表する。 

※ふせんの貼り付けスペースが足りない場合、はみ出して貼ってもＯＫです。 

※グループのイチ押しに入らなかった『個人的イチ押しワード』は（３）に記入または貼り付けてください。 

※ワークシート右下の自由欄は、質問などを自由に記入または貼り付けてください。 



資料１ 本通り（博多箱崎線）を取り巻く現状について

箱崎宮地区
都市景観形成地区

約6ｍ

車道

資料２ 箱崎まちづくり計画（特定まちづくりルール）について

○まちづくりに賛同する箱崎校区の住民や各種団体で、平成９年に「箱崎まちづくり

推進委員会」（現：箱崎まちづくり委員会）を発足

○誰もが快適で安全・安心に生活できるまちづくりを進めるため、平成１８年に「箱崎

まちづくり計画」を策定。平成３１年３月には、住環境の変化、新たな課題に対応する

ため、福岡市地域まちづくり推進要綱に基づく「特定まちづくりルール」などを追加し

た新たな「まちづくり計画」を策定

○「歴史と伝統を尊重した美しく親しみのある街並みづくり」などをまちづくりの目標

として、特に重要なエリアに本通りなどを指定し、特定まちづくりルールの運用などを

行っている。

資料３ 筥崎宮地区都市景観形成地区について

○令和５年４月、九州大学・UR都市機構において、土地利用事業者の募集を開始し、

令和６年４月に住友商事株式会社を代表者とするグループを優先交渉権者に決定。

○グランドデザインに基づく提案内容の具体化に向けて、地域のご意見も伺いながら、

九州大学・UR都市機構・優先交渉権者・市において協議を進めている。

参考資料 九州大学箱崎キャンパス跡地について

資料４ 都市計画道路「博多箱崎線」（本通り）について

○福岡市では、景観法に基づく「福岡市景観計画」を策定しており、景観形成の考え方を

３つの階層「福岡市全域」・「ゾーン」・「都市景観形成地区」で構成し、地区の特性に

応じた景観誘導に取り組んでいる。

○平成28年には、筥崎宮地区周辺を含む市内５地区を「歴史を活かした景観づくり」を

進める地区「歴史・伝統ゾーン」に指定

○また、令和２年度から、地域役員・筥崎宮地区歴史景観づくり検討会と「景観形成地

区」の指定に向け取組み、令和６年３月に「筥崎宮地区都市景観形成地区」を指定。

筥崎宮外周・参道・本通りにおいては、沿道の景観形成に特に配慮するよう景観形成基準

が定められている。

現況

筥崎八幡宮

○本通りを含む道路（大博通りの蔵本交差点から箱崎６丁目交差点まで）は、

「都市計画道路 博多箱崎線」として都市計画決定。

○平成２４年３月の都市計画道路検証において、馬出５丁目（馬出東浜線）から箱崎６丁目

交差点までの区間を「見直し候補路線」に位置付け。
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箱崎自治協議会 令和７年３月３１日発行

箱崎自治協議会だより ～九大キャンパス跡地の動き⑥～

九州⼤学箱崎キャンパス跡地については、令和6年4⽉18⽇に優先交渉権者が決定し、６⽉10⽇付「箱崎⾃治協
だより」で、優先交渉権者の提案概要をお知らせしております。現在、グランドデザイン（平成30年7⽉）に基づき、提案
内容の具体化に向けた検討が進められているところですが、都市機能と都市空間の検討状況について、令和７年３⽉
８⽇に箱崎校区に対して優先交渉権者から説明がありましたので、説明資料に基づき報告します。
【優先交渉権者の検討状況ついて】

（優先交渉権者説明資料Ⅰ）

（優先交渉権者説明資料Ⅱ）

位置：

<通学区域変更（案）>
東箱崎⼩学校の通学区域のうち、都市計画道路の堅粕箱崎線から南側（箱崎六丁⽬10番及び19番の⼀部）
を、令和８年４⽉１⽇から箱崎⼩学校の通学区域とする。

関連のお知らせ①︓通学区域変更（案）ついて
令和７年２⽉２６⽇の東箱崎⼩・箱崎⼩学校通学区域協議会での協議の結果、以下の通学区域
変更（案）について、今後取り組んで⾏くことになりました。

関連のお知らせ②︓箱崎東公園の利⽤開始について

関連のお知らせ③︓JR新駅・⾃由通路の新設について

九州⼤学箱崎キャンパス跡地北側の⾙塚駅周辺では、ＪＲ九州が新駅を設置し、市が千代の松原
１号踏切の廃⽌及びその代替となる⾃由通路を新設します。
新駅及び⾃由通路は令和９年の開業⽬標に向け、令和７年度から⼯事に着⼿します。
なお、踏切の撤去は新駅開業後に⾏います。

事業概要

ＪＲ
新駅

• ⾃動改札機、券売機
• エレベーター２基
• 男⼥・バリアフリートイレ

⾃由
通路

• 延⻑ 約50m
• 有効幅員 ５m
• 屋根付、24時間通⾏可能
• エレベーター２基 （⾃転⾞搭載可能）

令和７年２⽉４⽇に、箱崎サテライト横の箱崎東公園の
利⽤が開始されました。

≪概要≫
・公園名称︓箱崎東公園
・公園種別︓街区公園
・公園⾯積︓2,300㎡
・公園施設︓広場、植栽、

遊具（ブランコ、滑り台等）
休憩施設（ベンチ等）、⼿洗い場等

・整備主体︓ＵＲ都市機構
・管理主体︓東区維持管理課

変更前 変更後

箱崎校区

東箱崎校区

箱崎校区

東箱崎校区

凡例
⼩学校区
中学校区

箱崎六丁⽬
10番及び19番の⼀部

E

F

都市空間 配置図
（優先交渉権者説明資料Ⅱ）

都市空間 配置図
（優先交渉権者説明資料Ⅱ）

凡例
⼩学校区
中学校区
通学区域変更地域
（箱崎⼩学校）

位置：

15066
テキストボックス
参考資料









■本通り将来像検討　ワークシート 2025/5/14　将来像検討会　第１回　Ａ２サイズ

（１）「こうなってほしい」というキーワードをふせんに書いて貼る

分かりやすく記入してください。　【例】　〇 「舗装がきれい」　× 「舗装」

（２）グループのイチ押し （推し） キーワード（文章ＯＫ）　※最後に発表

（３）個人的イチ押しキーワード　※上記３つに入らなかったイチ押しワードを記入

【自由欄】質問などがあれば自由に書いてください。（ふせん貼り付けも可）
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